
 

令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 

 

１ 教育支援事業（母校、地域、在学生への支援） 

(1) 鳳陽会寄附講座の開講（経済学部特殊講義Ⅰ） 

山口大学後期日程の金曜日（令和５年１０月６日（金）～令和６年１月２６日（金）の間）に

計１４回開講。担当講師は、鳳陽会会員計７人（講師の担当回数は３回又は１回、２回）。受講生

は５４人。新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に変更されたこと等

を踏まえ、前年のズームを使用したリモートから対面での開講に切り替えて開講。 

(2) 経済学部との連携による経済学部生の就職活動に対する支援 

  就職アドバイザー３人により、経済学部生の就職相談へ対応。毎週、火曜日、木曜日及び金曜

日の週３回、１３：３０～１５：３０の２時間、経済学部の就職相談室で就職活動に関する相談

を実施。 

(3)  経済学部職業会計人コースに対する支援及び助成 

  ① 職業会計人を目指す職業会計人コースの経済学部生１４人に対し、柳上奨学金（給付型奨学

金）計４,２９０千円を給付。 

② 公認会計士試験合格者３人の表彰（スンマ賞）、副賞の助成 

(4)  経済学部における国際交流及びグローバル人材育成に対する支援及び助成 

① 留学生の参加を得て実施する実践英会話講座開講に要する経費の一部を支援。 

② フィリピンへの短期海外語学留学に参加する学生の経費の一部を支援。 

(5)  経済学部の学年別・学科別成績優秀者の表彰、副賞の助成。上田鳳陽賞の授与、副賞の助成 

経済学部卒業生（成績優秀者、課外活動）の表彰、副賞への助成。 

 

２ 交流事業 

(1) 経済学部卒業生への記念品等の配付 

卒業時、卒業生（新会員）に鳳陽会紹介リーフレット「花なき山の･･･」及び記念品（鳳陽会 

ロゴ入りシャープペンシル）、会報「鳳陽」等を封筒に入れて配付し、鳳陽会各支部活動への参加、

卒業後の住所の連絡、会費の納入を要請。 

(2) 山口大学同窓会(各学部同窓会の連合同窓会)としての活動 

鳳陽会を含む山口大学各学部の同窓会で組織する「山口大学同窓会」において、新入生を対象

とした「ワンコイン朝食」実施に要する経費の一部の支援、大学祭（姫山祭、常盤祭、小串祭）、

新入生歓迎フェスティバル、七夕祭等の学生企画の活動に対する支援、山口大学ホームカミング

デーの山口大学との共催などの取組を展開。 

(3) 山口大学医学部の同窓会である霜仁会の総会へ出席し、交流を図った。 

 

 

 



３ 同窓会関係事業 

(1)  一般社団法人鳳陽会第９３回通常総会（全国総会）を次のとおり開催した。なお、令和４年度

開催の第９２回通常総会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ほとんどの会員

は書面による議決権の行使となったが、第９３回通常総会は１２０人以上の出席を得て開催した。 

・ 日 時   令和５年６月１７日（土） １５：００～１５：５０ 

・ 場 所   宇部市相生町８番１号 

ＡＮＡクラウンプラザホテル宇部 ３階 国際会議場西の間 

・ 出席者   ４７８名（正会員総数１,３７４人） 

(2)  北海道、東北、東京、名古屋、京滋、大阪、岡山、尾道、広島、松江、山口、防府、福岡、佐

賀、長崎、熊本、宮崎等の鳳陽会各支部で支部総会が開催された。 

(3)  会員の動静管理や鳳陽会関係資料の充実 

各支部との連携の下、会員の動静把握・情報整理に努めるとともに、各支部・会員へ迅速・正

確なデータの提供、鳳陽会関係資料の一層の充実に努めた。 

 

４ 会報発行事業 

(1) 会報｢鳳陽｣を年３回編集・発行し、会員等関係者へ送付・配付した。 

    ・  第１７８号（令和５年５月発行） 

        従来どおり、全会員（住所・実家判明者：１２,６９１名）へ送付 

    ・  第１７９号（令和５年９月発行）及び第１８０号（令和６年１月発行） 

鳳陽会の厳しい財政状況を踏まえ、正会員（年会費納入会員及び賛助会費納入会員）及び最

近の卒業生２,２５９名（第１７９号）、２,２２７名（第１８０号）のみに送付。 

・  その他、経済学部の教官（現・旧）、経済学部生及び新入生保護者や、山口大学学長、副学長

や関係部課（総務部、広報課等）、山口大学他学部同窓会及び他大学（旧高等商業学校）同窓会

等へ送付。 

 

５ 本年度の重点施策（再掲） 

鳳陽会の組織運営体制を強化し、鳳陽会の同窓会活動の活性化を図り、次の世代に同窓会活動を

繋いでいくために、アンケート結果に基づく具体策として、次の施策を展開した。 

 (1) 組織運営体制の強化 

   各支部との連携の下、支部の会員名簿を整理し、会員の動静把握に努める等、鳳陽会の組織運

営体制の強化に努めた。 

 (2) 鳳陽会活動の活性化 

   鳳陽会の新しいホームページを令和２年１２月から運用開始するとともに、令和４年５月には、

会員の誰からも寄付金を受け入れることができる新たな払込取扱票を作成、配付し、引き続き、

鳳陽会活動の活性化に向けた「アンケート結果に基づく具体策への取組」に掲げた各具体策への

取組を進めた。 


